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研究課題名 
移住定住者の心理適応とその課題を把握するための実証研究 

～心理臨床的視点から捉えたとっとり創生～（地域部門） 

研究結果 

研究方法 半構造化面接のもと、移住定住者10名へのインタビュー調査を実施し、主な質

問内容は①移住したきっかけ、②移住前後の気持ち、③移住を通しての自身の変容、④

これから移住を考えている人へ伝えたいことである。 

結果と考察①キャリア形成、アイデンティティの再構築、人生の統合、次世代のための関係性や環境

づくり、②理想移住と現実移住に重要なキーパーソン・認知の切替え・開放性、③必要性の再検討や

時間軸での思考、コーピングの試行、④体験者による多様な自助グループの重要性が指摘された。 

今後の課題  

７ヶ月という限られた期間にごくわずかな対象者へ行ったインタビュー調査であったため、今後

は、期間と対象者を増やし、詳細な分析ができるよう検討を重ねていく必要がある。 

研究成果 

 

１．移住者の各発達課題や次世代のための関係性や環境づくりを視野に入れる。 

２．理想自己と現実自己のギャップへの対処として、キーパーソンや認知の切替えがあげられる。 

３．移住者のさまざまな属性に照らし合わせ、多様な自助グループの選択を可能にすることが重要で

ある。 

次年度研究

計画 

〔次年度の研究計画について簡潔に記すこと〕 

 

本研究を予備調査として位置づけ、継続研究として科研等に申請し、研究機関および対象者を増や

していく予定である。 
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氏名 
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研究実績サマリー（(Ｂ１５１２) 

鳥取県環境学術研究等振興事業費補助金研究（地域部門） 

移住定住者の心理適応とその課題を把握するための実証研究 

～心理臨床的視点から捉えたとっとり創生～ 

                                     公立鳥取環境大学 

                                        藤田 恵津子 

 

１．問題と目的 

 鳥取県の人口減少問題の対策として移住定住施策が推進されているが、就労や住居などに関する現実

的な問題を対象とするものがほとんどであり、移住定住によるカルチャーショックやリエントリーショ

ックなど心理臨床的テーマを扱った取り組みは今後の大きな課題と言える。「移住定住の相談体制の充実」

は鳥取県の地方創生総合戦略にも掲げられており、今後さらなる増加が見込まれる移住定住者を受け入

れるに際し、極めて重要な急務であると考える。本研究は、鳥取県への移住定住者の適応とその課題に

ついて心理臨床的視点から明らかにすることで、移住定住相談体制の一層の充実を目指すものである。 

２．方法 

 鳥取県内への移住定住者へ電子メールや電話で本研究の趣旨を説明した上、調査協力を依頼した。そ

の結果、10 名から受託の了解を得た。10 名の属性は以下の通りである。また、年代は、成人期前期（２

５歳～４５歳）、成人期中期（４５～６５歳）、成人期後期（６５歳～）という区分で示し、偏りが生じ

ないようにほぼ同比率とした。移住形態は、U ターンまたは I ターンのいずれかとなった。 

表１ インタビュー対象者の属性 

 

３．結果と考察 

 「キャリア形成」や「アイデンティティの再構築」、そして「人生の統合」などさまざまなきっかけを

起点として移住という選択肢が芽生える中で、「次世代のための関係性づくり、環境整備」を目指してい

ることがうかがえる。「理想移住と現実移住のギャップ」をより小さなものへとするために、「キーパー

ソンの存在」が指摘されたが、一方で思考や気づきなど「認知の切替え」や「外への開放性」など個々

人で取り組めるテーマも重要であることが示された。また、移住による変化の激しい混乱期の対処とし

て、「必要性の再検討」や「時間軸での思考」、さまざまな「コーピングの試行」についても語られた。

そして、「最優先課題の選択」や精神的な安定につながる「体験者との交流」の重要性や、そのような「自

助グループの多様な選択肢」の必要性も指摘された。 

４．今後の課題 

 本研究を予備調査として位置づけ、継続研究として科研等に申請し、研究機関および対象者を増やし

ていく予定である。 


